
総
合
講
座
「
生
命
と
倫
理
」（
分
担
２
回
）

総
合
講
座
「
人
生
・
職
業
・
社
会
」（
分
担
２

回
）

◎
宮
崎
聖
子

﹇
前
期
﹈

中
国
語
Ⅰ
Ａ

中
国
語
Ⅱ
Ａ

女
性
学
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論

個
別
ゼ
ミ
Ⅰ
（
比
較
家
族
論
）

個
別
ゼ
ミ
Ⅹ
Ⅳ
（
諸
文
化
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研

究
）

総
合
講
座
「
科
学
と
生
活
・
社
会
」（
分
担
３

回
）

﹇
後
期
﹈

文
化
人
類
学

社
会
学
と
は
何
か

中
国
語
Ⅲ
Ａ

中
国
語
Ⅳ
Ａ

総
合
講
座
「
人
生
・
職
業
・
社
会
Ⅰ
」（
分
担
2

回
）

◎
松
沼
美
穂

﹇
前
期
﹈

西
洋
史
Ｉ

西
洋
文
化
史

フ
ラ
ン
ス
語
Ｉ

フ
ラ
ン
ス
語
Ⅲ
Ｂ

フ
ラ
ン
ス
語
演
習
Ｉ

﹇
後
期
﹈

西
洋
史
Ⅱ

地
域
・
国
家
・
世
界

フ
ラ
ン
ス
語
Ⅲ

フ
ラ
ン
ス
語
演
習
Ⅱ

総
合
講
座
「
異
文
化
理
解
と
国
際
化
」（
分
担

２
回
）

総
合
講
座
「
人
生
・
職
業
・
社
会
」（
分
担
２

回
）

◎
張

艶

﹇
前
期
﹈

個
別
ゼ
ミ
Ⅱ
（
ア
ジ
ア
経
済
入
門
）

人
文
特
殊
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅴ
（
現
代
ア
ジ
ア
論
）

総
合
中
国
語

中
国
語
会
話

﹇
後
期
﹈

経
済
で
見
る
日
本
と
世
界

個
別
ゼ
ミ
Ⅲ
（
暮
ら
し
と
経
済
）

人
文
特
殊
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅵ
（
現
代
ア
ジ
ア
論
）

総
合
中
国
語

中
国
語
会
話

総
合
講
座
「
人
生
・
職
業
・
社
会
」（
分
担
２

回
）

◎
松
浪

稔

﹇
前
期
﹈

健
康
科
学
概
論

健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ⅰ
（
国
文
）

健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ⅰ
（
英
文
）

健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ⅰ
（
特
別
健
康
コ
ー
ス
）

個
別
ゼ
ミ
Ⅶ
（
ス
ポ
ー
ツ
文
化
論
）

総
合
講
座
「
科
学
と
生
活
・
社
会
」（
講
座
責

任
者
・
分
担
３
回
）

﹇
後
期
﹈

健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ⅱ
（
環
境
理
科
）

健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ⅱ
（
栄
養
健
康
）

健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ⅱ
（
生
活
環
境
）

健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
習
Ⅱ
（
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
実
習

短
期
集
中
）

個
別
ゼ
ミ
Ⅷ
（
ス
ポ
ー
ツ
人
類
学
）

総
合
講
座
「
異
文
化
理
解
と
国
際
化
」（
講
座

責
任
者
・
分
担
３
回
）

総
合
講
座
「
生
命
と
倫
理
」（
分
担
２
回
）

平
成
十
九
年
（
１
〜
12
月
）

国
文
学
科
教
員
研
究
業
績

◎
月
野
文
子

・
大
津
皇
子
の
「
述
志
」
句
と
後
人
聯
句
｜
漢
文

体
の
「
大
津
皇
子
物
語
」
を
想
定
す
る
｜
（『
香
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椎
潟
』
第
五
三
号
）

◎
田
坂
憲
二

・『
文
学
全
集
の
黄
金
時
代
｜
河
出
書
房
の
一
九

六
〇
年
代
』

和
泉
書
院
）

・

河
内
本
の
注
釈
」（
お
う
ふ
う
『
講
座
源
氏
物

語
研
究
』
第
三
巻
）

・

竹
河
巻
紫
式
部
自
作
説
存
疑
」（
三
弥
井
書
店

『
源
氏
物
語
の
展
望
』
第
二
輯
）

・

川
端
康
成
本
の
装
丁
、
そ
の
ほ
か
」（『
本
の

手
帳
』
二
号
）

・

小
津
本
紳
士
録
（
一
）』
『
本
の
手
帳
』
四

号
）

・

集
英
社
の
『
自
選
集
』
と
『
日
本
文
学
全
集
』

『
文
藝
と
思
想
』
七
一
号
）

・
『
古
今
和
歌
六
帖
』
巻
一
出
典
考
」（『
香
椎

潟
』
五
三
号
）

・

書
評
・
秋
澤
亙
著
『
源
氏
物
語
の
准
拠
と
諸

相
』
『
國
學
院
雑
誌
』
一
〇
八
巻
八
号
）

◎
大
久
保
順
子

・
『
続
板
倉
政
要
』
系
列
裁
判
説
話
の
性
質
」

（『
文
藝
と
思
想
』
第
七
一
号
）

・

研
究
史
を
知
る
『
本
朝
桜
陰
比
事
』」（『
西
鶴

と
浮
世
草
子
研
究
』
第
二
号

笠
間
書
院
）

・

江
戸
の
怪
異
ス
ポ
ッ
ト
八
／
博
多

袖
の

湊
・
橘
山
」（『
西
鶴
と
浮
世
草
子
研
究
』
第
二

号
）

・
『
板
倉
政
要
抄
本
』
と
西
鶴
受
容
｜
後
代
の
裁

判
話
抄
録
の
意
識
｜
」（『
香
椎
潟
』
第
五
三

号
）

◎
石
井
和
夫

・
ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
『
倫
敦
塔
・
幻
影
の
盾

他
五
篇
』

注
）

・『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
十
巻
』

注
解
）（
改
訂

版
）（
岩
波
書
店
）

・
書
評

佐
々
木
亜
紀
子
著
『
漱
石

響
き
合
う

こ
と
ば
』

日
本
近
代
文
学
」
第
七
七
集
）

・『
猫
町
』
試
案
（

文
藝
と
思
想
」
第
七
一
号
）

・

お
の
づ
か
ら
」
と
「
無
心
」
の
発
見
｜
戦
時

下
の
太
宰
治
（

香
椎
潟
」
第
五
三
号
）

◎
矢
野

準

・

合
巻
類
の
漢
字
｜
『
一
之
富
当
眼
』『
正
本
製

五
編
難
波
家
土
産
』
を
中
心
に
｜
」

国
語
文

学
史
の
研
究
」
十
）

◎
坂
本
浩
一

・
明
治
期
日
欧
言
語
交
流
史
の
一
研
究
｜
『
英
語

節
用
集
』
所
収
二
字
漢
字
表
記
語
の
『
漢
語
英

訳
辞
典
』
に
お
け
る
収
載
状
況
を
め
ぐ
っ
て
｜

福
岡
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
『
文
藝
と
思
想
』

第
七
一
号

・
福
岡
女
子
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
こ
と
ば
辞
典
（
仮

称
）
作
成
の
た
め
の
基
礎
調
査
報
告
｜
『
ふ
た

ご
の
も
り
キ
ャ
ン
パ
ス

言
葉
生
活
辞
典

〜F
irst L

eaf

〜
』

〞
福
岡
女
子
大
学
こ
と

の
は
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

第
一
版
〝
）
編
纂
の
試
み
｜

福
岡
女
子
大
学
平
成
十
九
年
度
研
究
奨
励
交
付

金
研
究
報
告
書

・
一
地
方
公
立
女
子
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
こ
と
ば

生
活
に
関
す
る
社
会
言
語
学
的
研
究

〜
福
岡

女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
学
生
を
主
た
る
対

象
と
し
た
２
０
０
５
・
２
０
０
６
年
度
言
語
生

活
調
査
の
概
要
〜

『
香
椎
潟
』
第
五
三
号

◎
川
野
靖
子

・
現
代
日
本
語
に
お
け
る
変
化
構
文
の
交
替
現
象

｜
形
式
的
特
徴
に
よ
る
分
類
｜
（
科
研
費
報
告

書
『
文
法
理
論
の
諸
言
語
現
象
へ
の
適
切
な
適

用
に
向
け
て
Ⅱ
』）

・
共
著

有
生
性
の
実
在
性
を
め
ぐ
っ
て
（
１
）

事
象
関
連
電
位
を
用
い
た
検
証
方
法
、

２
）

有
生
性
を
検
出
す
る
た
め
の
有
効
な
刺
激
文
の

策
定
（
科
研
費
報
告
書
『
文
法
理
論
の
諸
言
語

現
象
へ
の
適
切
な
適
用
に
向
け
て
Ⅱ
』）
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